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Ⅰ．緒言
近年看護系大学の増加に伴い，各大学での独自の教
育理念を元に，様々な独自性や工夫を凝らした学生教
育や授業を展開する大学が増加している。看護系の大
学においては授業の一つに看護学臨地実習が存在し，
経験を大切にする看護学において臨地実習は非常に重
要とされている。看護系大学においては，それぞれの
専門領域別の臨地実習は重要な授業であり，学生は２
～３週間の臨地実習で実際のクライエントから多くの
学びを得ている。杉森らは，「看護学実習とはあらゆ
る看護の場において，各看護学の講義，演習により得
た科学的知識，技術を実際のクライエントを対象に実
践し，既習の理論，知識，技術を統合，深化，検証す
るとともに，看護の社会的価値を顕彰する授業である」
と述べている1）。このことからも，臨地実習の重要性
は明らかであり，臨地実習以後実際の臨床現場で働く
学生にとって重要な学びに繋げていく必要がある。
本学の成人看護学実習においては，実習目標にそっ
て急性期・慢性期のそれぞれの領域で３週間の実習を
行っている。近年の医療は複雑かつ高度になっており，
短期間の入院が余儀なくされる場合が多く，成人看護
学実習中に担当した患者が退院後も継続して外来で高
度な治療を受けることも多い。特に，実習病院である
大学病院では，高度な治療が必要な患者や，退院後も
継続してその治療が必要となる患者が多い。近年は，
在宅において医療や看護が必要な患者も多く，在宅療
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養に向けての環境整備を入院中から考える必要も出て
きている。しかし，昨今の核家族化により，大学入学
までに近親者で入院または在宅療養生活を送る姿を見
る学生が少なくなってきている。そのため，学生は，
入院生活や在宅療養生活を送る患者を理解できない状
態で看護を考える必要がある。そこで，学生が継続治
療の必要な患者との体験を通して，対象者理解とその
看護について学ぶことは重要であると考えた。
本学では，今年度から「慢性期にある患者及び家族
の疾病と障害を理解し，セルフマネジメント能力を獲
得できるように支援することができる」という学生の
実習目標の一環として，外来継続看護実習を開始した。
今回，成人看護学実習では，慢性期は外来化学療法セ
ンターと人工腎臓センター，急性期ではストーマ外来
での実習を行った。その中でも人工腎臓センターでは，
「人工腎臓センターにおいて，継続的な関わりを必要
とする透析患者の看護について把握できる」という行
動目標にそって実習を展開した。近年透析患者の増加
に伴い，今後看護師として臨床に出た学生は，おそら
く透析患者のセルフマネジメントに対する看護を展開
することが増えると考える。しかし，一生涯透析治療
を必要とする患者のつらさや思いは，実際に接しない
と得られにくい。そこで，学生が，半日人工腎臓セン
ターで実習を行い，実際の透析患者との関わりと必要
な看護を学ぶ時間を設定した。実習において学生が，
どのような学びを得たのかを分析することは，外来継
続看護実習の意義と今後の教授法に対する示唆へと繋
がるのではないかと考える。また，先行研究において，
透析室での実習における実習レポートから，慢性疾患
患者理解の傾向について考察している論文では，透析
生活の受け止め方や透析患者の理解についての知見が
得られている2）。他に，透析室での実習における実習
自己評価の分析から慢性疾患患者理解の傾向について
考察している論文では，学生の慢性疾患患者の理解と
程度，またその要因について分析している3）。この
２つの論文では，慢性疾患の患者理解について明らか
にしているが，透析看護についての学びは明らかにし
ていない。
そこで，本研究では成人看護学実習Ⅰの中で取り組
んだ外来継続看護実習，特に人工腎臓センターでの実
習レポートから，透析看護や透析患者の生活に対する
学生の気づきや学びを明らかにすることにより，外来
継続看護実習の意義と教授法の示唆を検討したいと考
えた。
Ⅱ．目的
本研究は，成人看護学実習Ⅰの中で外来継続看護実
習，特に人工腎臓センターにおける透析看護や透析患
者の生活に対する学生の気づきや学びを明らかにす
る。
Ⅲ．方法
１．成人看護学実習の概要
成人看護学実習の目的は，「既習の知識，技術を活
用し，健康障害を持つ成人期にある対象を統合的にと
らえ看護を実践する能力を養う」ことである。慢性期
での実習における具体的な目標は，「慢性期にある患
者及び家族が疾病と障害を理解し，セルフマネジメン
ト能力を獲得できるように支援することができる」で
ある。成人看護学実習は，成人看護学領域における講
義，演習を履修後，３年後期より成人看護学実習Ⅰ
（慢性期・終末期）と成人看護学実習Ⅱ（急性期・回
復期）の２領域を各々３週間ずつの日程で行ってい
る。
２．人工腎臓センター実習の概要
人工腎臓センター実習における目標は，「人工腎臓
センターにおいて，継続的な関わりを必要とする透析
患者の看護について把握できる」としている。３週間
の成人看護学実習Ⅰ（慢性期・終末期）の中で，学生
は第２週目か第３週目の半日に人工腎臓センターで実
習を行っている。人工腎臓センター実習の概要として
は，透析の開始から終了までの流れを見学し，また実
際に透析中の患者との会話や内シャントの聴診などを
行っている。これらの実習を通して学生が，患者の疾
患および治療の理解，生活の再調整を行いながら生活
する患者への理解，またその患者を支える家族の理解
を行える機会になるようにと考えている。
学生は，腎不全や透析患者に必要な自己管理に関す
る知識を事前に学習した上で，実習に臨んでいる。ま
た実習後の記録では，①対象者の概要，②透析治療が，
対象者および家族の生活に及ぼす影響と対処につい
て，③①②を前提にして学んだことをＡ４用紙１枚に
記載するようにしている。
３．用語の操作的定義
外来継続看護実習：本研究における外来継続看護実
習とは，成人看護学実習Ⅰ（慢性期・終末期）内の外
来継続看護実習でも特に，人工腎臓センターでの実習
を定義する。
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気づき：学生が人工腎臓センターでの実習を通して，
透析看護や透析患者の生活に対して五感を通して感じ
取ったもの。
学び：学生が人工腎臓センターでの実習を通して，透
析看護や透析患者の生活に対して感じた気づきを看護
者に必要な知識として感じ取り獲得したもの。
４．分析対象
研究対象者は，A大学医学部保健学科３～４年の成
人看護学実習Ⅰを履修した学生で，Ａ病院で人工腎臓
センター実習を行った看護学専攻の全学生86名のう
ち，同意が得られた60名（69.7%）とした。分析対象
は，60名の人工腎臓センター実習後に提出したレポー
トである。
５．データ収集方法および分析方法
人工腎臓センターでの学びを，実習レポートとして
提出してもらった。その後，その実習レポートを研究
として使用することへの同意を書面及び口頭にて確認
した。データの分析は，Berelson. Bの内容分析4）に
基づき，次の手順で行った。同意が得られたレポート
を研究者が何度も精読し，まず，記述されたレポート
から，人工腎臓センターにおける透析看護や透析患者
の生活に対する学びや気づきについての内容を文脈単
位として抽出した。意味内容を損ねないよう主語と述
語からなる文章を抽出し，記録単位とした。さらに，
文章に複数の内容が記述されている場合は分割し，複
数の記録単位とした。次に，導き出された記述の意味
を吸い上げコードとし，コードを意味内容の類似性に
従い抽象化し，サブカテゴリ化した。さらにカテゴリ
を意味内容の類似性に従い抽象化し，カテゴリとし
た。
各サブカテゴリ，カテゴリに分類された記録単位の
出現頻度と比率を算出した。
データが忠実に解釈されているかなど，データ分析
過程において，質的研究，また成人看護学に精通した
看護研究者のスーパービジョンを受けながらすすめて
いき，信頼性の確保に努めた。
分析の信頼性は，本研究におけるデータ収集に携わ
っていない看護の研究者2名に分析を依頼し，スコッ
トの式（π＝P0－Pe／１－Pe）に基づき，一致率を
算出した。用語の説明として，πは一致率，P0は観
察された一致率，Peは偶然の一致率を示している
4）。
また計算には，EXCEL®を使用した。
６．研究期間
2007年１月~９月。
Ⅳ．倫理的配慮
全ての実習終了後，研究対象者に研究説明同意文書
を渡し，口頭で研究の趣旨・目的，協力内容，個人の
プライバシーの保護，個人名などは秘密厳守すること，
本研究から生じる利益・不利益，同意の有無は成績と
は無関係であること，データの管理についてなどを十
分に説明した。同意文書の提出をもって同意を得たも
のとした。
Ⅴ．結果
人工腎臓センターにおける透析看護や透析患者の生
活に対する学生の学びや気づきに関する記述内容か
ら，221の記録単位を分析データとした。この分析デ
ータからは，学生の学びと気づきを表す17のサブカテ
ゴリを抽出した。
さらに，この17のカテゴリを意味内容の類似性によ
り統合し，「その人らしい生活や人生を送ることの重
要性に対する学び」「食事・水分などの自己管理に対
する学び」「患者を支える社会システムや家族の重要
性に対する学び」「透析治療に伴う苦痛に関する学び」
「患者の生活に合わせたセルフケア能力向上への援助
に対する学び」「家族看護の重要性に対する学び」「苦
痛や不安を抱えた患者が前向きに生活するための精神
的サポートに対する学び」の７つのカテゴリに分類し
た（表１）。分析当初は一致率が低かったため，検討
を重ねた。その結果，カテゴリとサブカテゴリの研究
者間の一致率は100%となり，信頼性の確保されたカ
テゴリであることを確認した。
以下，サブカテゴリを〈 〉，カテゴリを【 】で
示し，カテゴリごとに，学生の学びと気づきの特徴を
示す。
【その人らしい生活や人生を送ることの重要性に対す
る学び】
このカテゴリは，患者が透析治療と日常生活との共
存をどのように考えているかについて，学生が実際の
患者の言葉から学んだ内容として分類された。このカ
テゴリには，〈生活を工夫することの重要性〉〈制限が
あっても生活をその人らしく生きることの重要性〉
〈透析を生活の一部として考える必要性〉の３つのサ
ブカテゴリが含まれ，17の記録単位を含み，全記録単
位数の7.7%に該当した。
このカテゴリからは，透析という一生涯続く治療を
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表１　透析看護や透析患者の生活に対する学生の学びや気づき
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受けながらも，患者は透析を生活の一部として考え，
そしてそのような生活の中でも工夫をすることによ
り，その人らしい生活を送れることを学んでいる。透
析患者と話をすることが初めてである学生が多い中
で，半日の実習で患者の前向きな生き方に感銘を受け
たことが明らかとなった。その学びの具体的な言葉と
して，「透析と一生向き合って生活する現実を受け止
め前向きに生きている患者はすごいと感じた」など患
者としてだけではなく，人間としての生き方にも感銘
を受けていることが伺えた。
【食事・水分などの自己管理に対する学び】
このカテゴリは，慢性疾患でも特に透析患者に特有
の厳しい食事・水分制限が一生涯続く患者のつらさと
苦しみを，学生が学び取っている内容として分類した。
このカテゴリには，〈自己管理の大変さと重要性〉〈食
事・水分などの自己管理により制限がある患者に対す
る学び〉〈食事・水分の自己管理による負担〉の３つ
のサブカテゴリで形成された。記録単位は64が含まれ，
全記録単位数の28.9%に該当した。
このカテゴリから，学生は制限を強いられた生活が
いかに苦しいものかを，実際の患者の言動から感じ取
っている。学生は，今までこのような制限がある生活
を送ったことがなく，透析治療を受けながらもさらに
食事・水分制限があり，またそれに伴う自己管理が一
生涯続くことに衝撃を受けていた。それは記録の中に，
「対象者にとって療養生活は我慢の連続であり，楽し
みのないもののように思った」と記述されていること
からも明らかとなっている。このことから学生は，一
生涯続く透析治療や制限を受けた生活を送る透析患者
のつらさと苦しみを理解していた。またこのカテゴリ
での記録単位は，全記録単位数の28.9%に該当し，本
研究の分析の中でも最も多い記録単位であった。
【患者を支える社会システムや家族の重要性に対する
学び】
このカテゴリは，患者の周りに存在する家族や社会
資源や社会活動などのソーシャルサポートに関する重
要性を，学生が学んでいた内容として分類された。こ
のカテゴリには，〈社会活動と社会資源に対する重要
性〉〈患者の生活を支える家族の協力の重要性〉の
２つのサブカテゴリを包含している。28記録単位から
形成され，全記録単位数の12.6%に該当した。
学生は，「透析治療は，週３回３～４時間を拘束さ
れるので社会活動が制限される。」という記録から社
会活動への制限があることを学びながらも，「自己管
理には，患者だけでなく家族の協力が必要」というソ
ーシャルサポートの重要性も学んでいた。しかし，一
方で「透析は，家族の方の社会生活も制限する」との
学びもあったことから，透析は患者のみならず家族に
対しても負担となっていると感じていた。
【透析治療に伴う苦痛に関する学び】
このカテゴリは，学生は苦痛を伴う透析治療に対す
る思いを患者自身の言葉から感じ，そして自分の学び
としている内容として分類された。このカテゴリは，
〈透析時間は苦痛で時間的制約〉〈透析治療に対する否
定的な感情〉〈透析治療を続けることによる想像以上
の葛藤と苦痛〉〈合併症によるつらさと苦痛〉の４つ
のサブカテゴリを含んでおり，43記録単位が含まれ，
全記録単位数の19.5%に該当した。
学生は，患者が透析を否定的に捉えているという現
実を，深い悲しみを持って感じている。このことは学
生が患者との会話から，「透析が必要となった患者の
絶望感は大きく，精神的葛藤は計り知れない」や「患
者は，一生治療を続けるストレスと先の見えない不安
がある」と学んでいることからも明らかである。
【患者の生活に合わせたセルフケア能力向上への援助
に対する学び】
このカテゴリは，学生は，透析により日常生活に変
化が必要となった患者が，自分のライフスタイルに合
わせてセルフケアを遂行することに対し，看護師がい
かに効果的に援助するのかを，学んでいる内容として
分類した。このカテゴリには，〈患者個々のライフス
タイルに合わせた援助と指導〉〈患者のセルフケア能
力向上への指導に対する様々な工夫の必要性〉の２つ
のサブカテゴリが包含された。38記録単位から形成さ
れ，全記録単位数の17.2%に該当した。
学生は，厳しい自己管理が必要な患者に対して，
「自己管理向上への援助は本人の思いを理解し動機づ
けに働きかけることが必要」と言う患者個々にあった
指導が必要であることを学んでいた。
【家族看護の重要性に対する学び】
このカテゴリは，透析患者のみでなく家族に対して
も看護師によるケアや援助が大切であるという，学生
の学びに対する内容として分類した。このカテゴリに
は，〈看護師からの家族に対する援助の必要性〉の
１サブカテゴリのみで形成され，９記録単位が含まれ，
全記録単位数の4.1%に該当した。
学生は，「家族の協力が得られるように家族の相談
に乗るのも看護師には必要」と家族看護の重要性を学
んでいた。
【苦痛や不安を抱えた患者が前向きに生活するための
精神的サポートに対する学び】
このカテゴリは，患者が透析治療に伴う生活上の制
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限や，食事水分制限などによる苦痛と不安を抱えなが
らも，人間らしく前向きに生活できるためには看護師
の精神的サポートが重要であるという，内容として分
類した。このカテゴリは，〈苦痛や不安が強い患者へ
の精神的なサポートの重要性〉〈患者が前向きに生活
するための援助の必要性〉の２つのサブカテゴリから
形成されている。22記録単位が含まれ，全記録単位数
の10%に該当した。
コード全体として，学生の学びから透析患者の生活
に対する学びと透析看護に対する学びの比率を見る
と，透析患者の生活に対する学生の学びや気づきは約
７割であり，透析看護についての学びは３割であっ
た。
Ⅵ．考察
人工腎臓センターにおける実習記録の分析から，
【その人らしい生活や人生を送ることの重要性に対す
る学び】【食事・水分などの自己管理に対する学び】
【患者を支える社会システムや家族の重要性に対する
学び】【透析治療に伴う苦痛に関する学び】【患者の生
活に合わせたセルフケア能力向上への援助に対する学
び】【家族看護の重要性に対する学び】【苦痛や不安を
抱えた患者が前向きに生活するための精神的サポート
に対する学び】という７つのカテゴリが内包されてい
ることが明らかとなった。以下，この７つのカテゴリ
毎に学生の学びと気づきについて考察する。
１．その人らしい生活や人生を送ることの重要性に対
する学び
【その人らしい生活や人生を送ることの重要性に対
する学び】では，学生は，透析という治療が患者にと
って深く日常生活に包含されていることを気づいてい
た。病棟実習では，入院患者のみを見ていた学生にと
って，退院後も治療とそれに付随した日常生活を継続
的に送る必要がある患者を初めて見たという学生が多
かった。学生自身も風邪等で外来受診の経験はあるも
のの，病院との関係が一生涯続く経験をしている学生
はほとんどいない。その中で，一生涯透析治療と日常
生活とを継続し，その２つを共存させている患者と接
したことで，学生は透析を治療という単独の概念で捉
えるのではなく，透析治療と生活とを密着して考える
必要があることを理解していた。そして，透析治療と
生活をうまく共存させていくことで，自分らしく生き
ること，さらには QOL向上にも繋がるということを
学んでいる学生もいた。この学生のように，透析と生
活を共存させることを肯定的に捉えることは，透析に
対する肯定的な感情に繋がっていると考える。透析に
対する肯定的な感情は，今後臨床で看護師として患者
と接する場合においても大きな意味をなすと考える。
井上は，「患者に同化した喜びなどの肯定的な感情は，
患者への好意の感情の表出を促進し，患者との関係性
を促進し，患者に対する協力行動を促進させ，援助活
動へと発展させる感情である」と述べている5）。この
ことからも，教員は学生が得た肯定的な感情をよい学
びとして認め，肯定的な感情が得られていない学生に
は，肯定的な感情を得られた学生の学びを共有できる
働きかけが，教授活動として重要であると考える。
２．食事・水分などの自己管理に対する学び
【食事・水分などの自己管理に対する学び】では，
様々な制限がある中で生活する患者の思いに同化して
いることが伺えた。また，このカテゴリ内の記録単位
が，全記録単位数の中で28.9%と最も大きな割合を占
めていることから，学生は患者の制限を強いられた生
活とそれに対する思いを，自身の気づきとしていると
考えられた。しかし，記録の中には，「患者は外に出
て好きな生活は縁がないという話であり，患者の抱え
る負担や苦悩は計り知れない」や「対象者にとって療
養生活は我慢の連続であり楽しみのないもののように
思った」という記録からも，患者の否定的な思いを感
じ取っている学生もいた。このことは，現在の飽食の
時代において，食事や水分の制限を余儀なくされる患
者の話を聞いたことが，学生にとって大きな衝撃とな
ったと考える。まだ人生経験の少ない学生にとって，
様々な人生経験を持ちかつ制限の多い生活を送る患者
を見ることで，患者としてだけでなく，同じ人間とし
て深い同化の気持ちを持ったのだと考える。菊山は，
「成人看護学実習は学生にとってストレスフルな実習
であり，学生は患者の言動や表情に敏感に反応し，時
には患者の状態に学生自身が大きく左右される」と述
べている6）。このことからも，教員は学生が患者から
どのような学びを得て，そしてその学びにどのように
反応しているかを確認し，適切にフィードバックし，
また時にはその学びを修正する必要があると考える。
患者の苦しみやつらさを知り同化することも必要であ
るが，それが極端になっていないかを確認する必要が
あると考える。
３．患者を支える社会システムや家族の重要性に対す
る学び
【患者を支える社会システムや家族の重要性に対す
る学び】では，大学病院という入院患者の透析を受け
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入れている施設での実習であったが，学生は継続した
生活を家庭や地域で送る患者にとって，ソーシャルサ
ポートが重要であることを学べていた。大学病院にあ
る人工腎臓センターは，地域にある透析施設と違い，
患者の通院や家族との連携などを見る機会が少ない。
その中でも，このような家庭や地域との連携について，
学びが得られていることは評価すべきことである。高
度先進医療やクリティカルな医療が中心となる大学病
院の特殊性がある中でも，今回のカテゴリにあった患
者を支える社会や家族の重要性，さらには維持透析を
行っているサテライト施設との連携の必要性を教授す
ることを，今後も臨床実習指導者と連携して行ってい
きたい。
４．透析治療に伴う苦痛に関する学び
【透析治療に伴う苦痛に関する学び】では，学生は，
透析に伴う思いを患者の言葉を通して気づき学んでい
た。その気づきや学びは，「透析が必要となった患者
の絶望感は大きく，精神的葛藤は計り知れない」や
「患者は，一生治療を続けるストレスと先の見えない
不安がある」という記録から，透析患者への共感的理
解を示しながらも，透析に対する批判的な思いを持っ
ている可能性もある。学生は，患者の透析に対する思
いをまずは人間としての感性で感じ，そこから専門職
としての知識と感性を使って看護へ繋げていく必要が
ある。人生経験が少ない学生にとって，今まで出会っ
たことがない透析患者の思いやつらさを感じ取ること
はもちろん大切である。しかし，教員は，学生が逆に
透析に対する批判的な思いを持っていないかを把握
し，患者への共感的理解から透析患者への効果的な看
護へと繋げていけるように教授することは重要であろ
う。透析に対する批判的な思いは，学生自身の価値観
や自己変化にも繋がる可能性があるため，必要であれ
ば教員は，カンファレンス等での他者との意見交換や
共有で補足強化することも検討する必要がある。
５．患者の生活に合わせたセルフケア能力向上への援
助に対する学び
【患者の生活に合わせたセルフケア能力向上への援
助に対する学び】では，学生は，個別性のある看護の
重要性が学べていた。半日の人工腎臓センター実習に
おいて，ここまでの学びが得られていることは，評価
すべきことであろう。さらには患者の動機づけに働き
かけることや幅を持たせた目標設定など，学生は高度
な患者教育技術を駆使する必要性を学んでいた。しか
し，この学びは記録全体の17%程度であり，もう少し
多くの学生にも学び取って欲しい項目であると考え
る。透析看護では，複雑な自己管理が必要な患者に対
し，看護師の高度な患者教育技術による援助が求めら
れる。今回の実習では，少数ではあるがこの高度な患
者教育技術の重要性を学べており，今後は多くの学生
がこれらの学びを得られるように，短時間の実習以外
にも学内での講義や演習で教授していきたいと考え
る。
６．家族看護の重要性に対する学び
【家族看護の重要性に対する学び】では，１つのサ
ブカテゴリであるが，【患者を支える社会や家族の重
要性に対する学び】で得られていた患者を支える家族
や社会システムに対する学びから，家族看護への繋が
りを意識できていた。大学病院の透析センターでは，
入院中のため導入期の患者以外は家族と接点を持つこ
とが少ない。だが，この家族看護の重要性は，透析患
者のみに限らず慢性疾患患者の看護にとっては欠かす
ことが出来ない視点である。ベナーは，「家族が安全
にかつ快適に，回復しつつある大切な人を確実にケア
できるようにすることは，看護の主要な責務である」
と述べている7）。このことからも，患者の全体像を理
解する意味において，教員は学生が家族を視野におい
たアセスメントと看護を考えられるように教授するこ
とが重要である。近年は透析患者の延命率も上昇して
きており，透析患者と看護者の関係は，30年近く続く
こともある。そのため，長期間の複雑な自己管理が必
要な患者を支える家族への看護は，他の慢性疾患以上
に重要となることから，家族との接点が少ない大学病
院の人工腎臓センターでは，積極的に教授する必要が
あると考える。
７．苦痛や不安を抱えた患者が前向きに生活するため
の精神的サポートに対する学び
【苦痛や不安を抱えた患者が前向きに生活するため
の精神的サポートに対する学び】では，様々な制限の
中生活している患者にとって，看護者の精神的サポー
トが必要であることを学んでいた。またそれに加え，
患者が少しでも前向きに生活できるためのサポート
も，看護者にとって必要であることが学べている。さ
らに透析患者にとって看護者の影響力は大きいと学ん
でいる学生もおり，透析看護の必要性を認識できてい
る学生もいた。しかし，このカテゴリは全記録単位数
の10%であったことから，前述カテゴリの【透析治療
に伴う苦痛に関する学び】や【食事・水分などの自己
管理に対する学び】という学びを，学生は看護に十分
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に繋げられていない可能性が考えられた。教員は，学
生の有効な気づきを学びへ発展させ，そこから透析看
護へと繋げるための方向性を教授していく必要があ
る。
最後に今回の分析結果から，カテゴリは，透析患者
からの学びとそれに関わる透析看護者の役割の大きく
２つに分けられていたと考える。学生は，看護者とし
てさらに人間としても経験が少ない中で，一つ一つの
臨床場面での現象が学びに繋がっていく。ノールズは，
アンドラゴジーの要素として，「学習者の経験を学習
資源とする」と述べている8）。このことからも，学生
が人工腎臓センターでの実習で見た現象や経験を学習
資源としたならば，それを効果的な学習資源へと導い
ていくことが，教員の教授活動の一つであると考える。
また，学生は患者から日常生活と透析治療に伴う様々
な思いを学んでいたが，その肯定的かつ否定的な思い
を理解した上で，看護者として効果的な看護を考えて
いけるかが重要である。しかし，学生はベナーが述べ
ている初心者のレベルであり，「初心者は直面してい
る状況を過去に経験したことがないので，どのように
行動すべきか導いてくれる原則を与えてもらう必要が
ある」という状況である9）。そのため教員は，原則と
いうものを理論に基づいて，学生にフィードバックし
ていく必要があると考える。今までの実習形式では，
人工腎臓センター実習後にレポートを提出してもら
い，そこに臨床実習指導者や教員がコメントを書き入
れるという方法であった。今後は，学生のレポート内
容によっては，面接やカンファレンスによるフォロー
アップを行っていき，現象や経験を理論や原則につな
げるための指導を考慮したいと考える。また，記録単
位数の結果からも，全記録単位数の７割弱が透析に伴
う患者の思いを理解しながらも，看護に対する記録単
位数は３割程度にとどまっていた。これは，今目の前
にある患者の現象から，どのように看護に結び付けて
いくのかを理解できていないのではないかと考える。
客観的で測定可能な患者の状態を示すもの，すなわち
体重や血圧などからは，患者の状態をアセスメントし
必要な看護に結びつけることは考えやすい。しかし，
患者の生活というものは測定可能ではなく，特に学生
は今まで出会ったことがない患者の生活をアセスメン
トし，かつそこから看護に結び付けていくことは容易
ではない。また，患者の生活をアセスメントし，看護
に結び付けていくには，学生自身の価値観も大きく影
響している。患者から学んだ貴重な経験をただ単に学
びに終わらせず，学生自身の価値観や自己変化にも繋
げられるように，教員や臨床実習指導者は働きかけて
いくことが重要である。
Ⅶ．まとめ
外来継続看護実習の中の人工腎臓センター実習での
学生の学びと気づきの分析結果から，７つのカテゴリ
と17のサブカテゴリが抽出された。半日の実習で学生
は，透析患者の思いや生活に対する学びや気づきを得
ていたが，その学びや気づきから透析看護へと繋げて
いる学生は少なかった。教員は，学生の患者からの貴
重な学びや気づきを，根拠のある看護へと繋げていけ
る教授を行っていくことが重要である。
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The learning of the student in the renal replacement center 
in the adult outpatient continuation nursing practice
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Abstract：Purpose: The present study clarified students’ learning and awareness, particularly
of dialysis nursing and dialysis patients’ lives at an renal replacement center, during outpatient
practice in Adult Nursing Practice I, a clinical practice course. 
Methods: Data on learning and awareness in third- and fourth-year nursing college students
were extracted from their records of practice at the renal replacement center, and examined
through content analyses. 
Results: Students’ learning and awareness were classified into 17 subcategories, which
were then integrated based on similarities in their meaning into 7 categories, including:
“learning the importance of living a normal life,” “learning about self-control in eating and
drinking,” “learning the importance of support from social systems and the family,” “learning
about pain accompanied by dialysis treatment,” “learning about helping the patient improve
their self-care ability in a way appropriate for his/her lifestyle,” “learning the importance of
family nursing,” and “learning about mental support for patients with pain and anxiety to live
positively.”  Among them, the category “learning about self-control in eating and drinking”
involved 28.9% of all record units, representing the most common aspect of learning among
these students. 
Conclusion: Students’ learning and awareness at the renal replacement center indicate that
they respected as well as understood the difficulty of those attempting to live a normal life even
under rigid limitations.  
Key words：adult nursing practice, contents analysis, practice records, renal replacement
center, outpatients continuation nursing practice
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